
高梁市のICT教育について

こども教育課
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ICT整備状況について
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H30 R2 R3 R4

GIGAネットワーク 9,500万

GIGA充電保管庫 2,000万

無線LAN整備 4,500万

学習用PC（1,951台） 6,600万 600万 1,800万

電子黒板（120台） 2,900万 79万



ICT活用の現状について （令和５年度 全国学力学習状況調査）
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５年生までに受けた授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使用し
ましたか。（出典：令和５年度全国学力・学習状況調査児童質問紙 小学校）

ほぼ毎日 週3回以上 週1回以上 月1回以上 月1回未満

全国 28.2 34.2 23.9 9.8 3.7

岡山県 31.8 36.1 22.8 6.6 2.5

高梁市 37.1 37.1 18.2 5.0 2.5

あくまでも活用頻度であり「質」を直接担保するものではないが、
活用度合いを全国的に比較できる数値として紹介



ICT活用の現状について （令和５年度 全国学力学習状況調査）

4

１、２年生のときに受けた授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度
使用しましたか。（出典：令和５年度全国学力・学習状況調査生徒質問紙 中学校）

ほぼ毎日 週3回以上 週1回以上 月1回以上 月1回未満

全国 28.1 33.0 26.4 9.6 2.7

岡山県 37.4 36.8 20.3 4.0 1.3

高梁市 41.3 44.4 11.9 1.9 0.0



ICT活用の現状について （令和５年度 全国学力学習状況調査）
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児童１人１人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、授業でどの程度活
用しましたか。（出典：令和５年度全国学力・学習状況調査学校質問紙 小学校）

ほぼ毎日 週3回以上 週1回以上

全国 65.2 25.4 8.4

岡山県 78.5 17.6 3.9

高梁市 92.9 7.1 0.0



ICT活用の現状について （令和５年度 全国学力学習状況調査）
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児童１人１人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、授業でどの程度活
用しましたか。（出典：令和５年度全国学力・学習状況調査学校質問紙 中学校）

ほぼ毎日 週3回以上 週1回以上

全国 62.6 24.1 11.0

岡山県 67.5 26.5 6.0

高梁市 100 0.0 0.0



県内でも先進的な市として県が発行する冊子や資
料に本市の事例が多く掲載

「家庭学習と授業の連携～１人１台端末を活用して～ 岡山県教育庁高校教育課教育情報化推進室・義務教育課 「教育時報」２０２２年９月号 岡山県教育委員会・岡山県教育広報協会7

「教育時報」２０２３年１１月号にも高梁市のＩＣＴの取組を掲載予定



高梁市のICT教育に関する基本的な方針

1. ICT活用を教職員にとってメリットと感じても

らう支援（ナッジの活用）

2. こども教育課、教育総務課、ICT支援員との

シームレスな連携

3. 全国的に進んだ取組をさらに伸ばすために

「Society5.0の時代を生き抜く力」の育成
を目指す（高梁市教育大綱R3-7) 8



１ ICT活用を教職員にとってメリットと感じてもらう支援

R3 まずは使ってみることで「ボロを出す」
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R４ 高梁市授業改革ICT総合研修（有識者を講師に迎えた研修）
4月 管理職対象（集合による研修）
5月 情報担当者・学力向上担当者等（オンライン）
8月 市内全教職員対象（集合）

改めてICT活用の必要性
についてマインドセット
を行う

【職員の研修】



１ ICT活用を教職員にとってメリットと感じてもらう支援

10

【学校ＤＸ通信】（ナッジの活用）

※ナッジ理論・・（行動経済学）行動を制限し
たり強要せずにちょっとしたきっかけを与え、
本人が無意識によい選択をするように誘導する
こと



２ こども教育課、教育総務課、ICT支援員とのシームレスな連携
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【教育委員会⇔ICT支援員】

こども

教育課

学校で起きたトラブルシュー
ティングや学校支援に活用



２ こども教育課、教育総務課、ICT支援員とのシームレスな連携
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【教育委員会⇔ICT支援員⇔各校管理職・情報担当者等】

学校の担当者間で好事
例を共有したり、学校
の困りごとに関係者間
でアイデアを出したり
等様々活用



３ 全国的に進んだ取組をさらに伸ばすために
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学校情報化認定「優良校」の積極的な取得

教育の情報化に総合的に取り組み、情報化によって教
育の質の向上を実現している学校を認定する。
（日本教育工学協会）

現在 小学校8校 中学校2校が
認定



３ 全国的に進んだ取組をさらに伸ばすために
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付けたい力を意識した「総合的な学習の時間」の改善
（探究的な学び・ＰＢＬ）

付けたい力（資質・能力）を明確にした取組に学校全
体で取り組めるよう支援することで、元々親和性の高
いＩＣＴの利活用の促進と学校のカリキュラムマネジ
メント力を高めることを狙う。



３ 全国的に進んだ取組をさらに伸ばすために
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高梁探究学習ラボ

「総合的な学習の時間」で取り組む内容（学校、
学年ごと）を一覧にして共有するシートも活用

「探究的な学習」に役
に立つ情報発信や、高
梁市内の小中、高等学
校、大学で行われてい
る事例を紹介するペー
ジを開設



課題

16

1. 学校間による差を埋めるための教育委員会事務局を含め

たマンパワーの不足 → ＡＩ含めた業務の効率化

2. 人事異動による指導力の低下（環境の違い、若手教員の

早期異動等） → 人事関係部署と緊密な連携

3. アプリケーション更新、端末更新、ネットワーク改修

（ゼロトラスト等）にかかる費用


